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aixi + an+1 (1)
y は目的変数であり最高血圧とする．xi は説明変数であり脈波
の i 番目の特徴量，ai はその特徴量に対する係数である．使用
する特徴量は棄却確率 1%での stepwise変数増減法によって選
択する．推定には手首脈波から特徴量抽出を行ったデータを用

















R ME [mmHg] SE [mmHg]
従来手法 0.661 8.73e-14 13.19
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